
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ＮＰＯ法人  

青年の学びと豊かな生活を考える会 

やしま研究科 

所在地 堺市西区鳳中町４丁１３２番地 

ＴＥＬ    072-262-5741 

ＦＡＸ    072-262-5795 

ホームページ 

https://y-kenkyuka.jimdo.com/ 

「できる」から「わかる」

への転換 
思春期・青年期に生き生きとした 

社会生活を送るための土台づくり 

高等 

課程 

仲間や周囲とのふれあいを通じて

新たな自分づくりと社会で自信を

持てること 

専攻 

科 

研究 

科 

「自律」をより確実にしていくため

自分づくりの上に、さらに自分に磨

きをかけ、仲間とともに生きがい、

働く喜び、働きがいを模索しながら

社会に羽ばたく力と社会の中で豊

かに生きる力を発揮できること、仲

間や周囲とのふれあいを通じて新

たな自分づくりと社会で自信を持

てること 

各課程での学びの柱 

ゆっくりゆったり学んできた学生たちが、高等課

程卒業後も教育を受けることができ、仲間と共

に様々な経験がしたいという願いから高等課

程卒業後さらに２年間学べる「専攻科」が設

置されました。 

また、青年期教育の充実と延長をという保護

者の声から、さらに「専攻科」の先に、充実した

生活体験を重ね、豊かに生活面でも自分らし

く学べる場を設置するために、ＮＰＯ法人での

「研究科」の設立となりました。 

専攻科の誕生と研究科 

「自立」するということは、生きていくために、必要なこ

とを誰かにしてもらうものではなく、自分でやっていくこ

とができるということです。                

しかし、いきなり「自立」できるものではありません。ま

た、「自立」するためには、自らを正して行動するとい

う「自律」ということが必要です。            

研究科では、人と人とのふれあいの中でお互いが助

け合うことの大切さを学びながら、実際の社会の中で

生きていくための本当に必要な力を積み上げていくこ

とを目指します。 

・たくさんの時間をかけて自ら考え行動することで、

「できること」「できにくいこと」「できないこと」が分かって

いきます。自分で経験してもらうことで、自分で困った

と感じてもらい、「自律」への一歩となります。 

・仲間と共に様々な成功や失敗を体験すること、そ

して自ら答えを出して得られた体験によって自己肯

定感が育まれ、さらには達成感へとつながり「自立」

していきます。 

「自律」とは・・・他からの支配や制約を受けずに自分

自身で立てた規範（基準・ルール）に従って行動

することです。 

「自立」とは・・・他への従属（強力なもの、中心的

なものに従う）を離れ独り立ちする、独立、他からの

支配や助力を受けずに存在することです。 

自 律 と 自 立 

やしま研究科の理念 

作られた生活を送る未来ではなく、 

逆 境
ぎゃっきょう

にあっても心に灯
とも

し続けられ

るものをもち、未来を自分で切り拓
ひら

く力を育
はぐく

む。 

やしま 
研究科 

豊かに生きるための学び 

とぎれない支援と学び 

ＮＰＯ法人 

青年の学びと豊かな 

生活を考える会 



 

 

 

 

やしま研究科 高等課程からの道すじ 
 

～時間をかけてたくましい花を咲かせましょう～  

 

高等課程では 3年間をかけて畑（土台）を耕します。高等課程で出た芽

を、専攻科で大切に育て蕾をつけます。 

やしま研究科では、その蕾が花を咲かせるための期間です。いきなり花

は咲きません。しっかりとした土壌があり、太陽の恵みや栄養を蓄え、

時間をかけて花を咲かせます。 

 学生たちも同様です。家庭と学校というしっかりとした土壌があり、

周りの人たちの温かい気持ちや友達との信頼関係などの栄養をもらい大

人へと成長していくのです。それには学生一人だけの力では育まれませ

ん。仲間との様々な経験や学びを通して培われ、本人や身近な人が気付

かない学生の潜在能力が必ず引き出されていくはずです。 

 仲間や周囲の理解があれば、自立へ必要な時間は各々違っても『働き

たい』と思える時期が必ず来るはずです。急がず、焦らず、むしろ心に

ゆとり＝遊び心を持てるかどうか…。心にゆとり＝遊び心が持てれば、

社会へ出ても“働く喜び“や“働き甲斐・生き甲斐”が感じられるのではな

いでしょうか。 

 障がいのある子を持つ親としては、このような過程が大切だと考え、

高等課程・専攻科の先の学びと生活の場として研究科を作りました。 

 

仲間とともに家庭を離れて実際の生活を送る事で、生活においての苦労

や何げない日常の生活の難しさを経験し、１人で生きていく力と仲間と

助け合い、協力し、ともに学び合うこと楽しさも学んでいきます。 

 

生活の 

学び 

入学金  ￥１００，０００ 

授業料  ￥３６０，０００ 

その他実習費等は、実費徴収致します。 

入学と同時に保護者の方は、ＮＰＯ法人に 

入会して頂きます。（詳細については別途） 

授業料等後納金 

入学式   オリエンテーション  

夏祭り   夏研修旅行   

冬合宿   やしま文化祭 

忘年会   年間発表会 

修了式   修了旅行   など 

 

行 事 予 定 

豊かに生きるための学力   

～できるからわかるへの転換～ 

 

研究科の学びは“できること”の学びから脱却し、“わかる学び”に転換していきま

す。学びを自分で使える力にして実践し確実な生きる力としていきます。学びが

確実になれば生活が豊かに広がることを体験していくことを目的とした教育課程

を作成します。 

現代の教育での学びは“できること”に重点を置き、成績を点数でのみ表してきま

した。より高得点を得るためにのみで評価を高めることばかりです。そして、そ

の結果として競争が生まれました。そのような教育とは違う教育を目指していま

す。 

研究科の教育課程 

健康と生活 社会と生活 などの教育課程 

読み ・ 書き ・ 計算の基礎学力は、やしま学園高等専修学校でともに学

びます。 

また、実生活の中で実際に体験を積みながら経験することで学んでいき

ます。 

それぞれ専門分野の講師陣が指導します 

教科の 

学び 


